
　12月４日(水)に、砥部町陶街道ゆとり公園で伊予地区の全中

学校が参加して駅伝競走大会が開催され、本校はオープン参加

として出場しました。授業において全員で走り込み、大会に備

えてきました。当日は、練習してきたことを出し切り、全力の

走りを見せてくれました。保護者の皆様には、お弁当の準備

や、会場での熱い応援をしていただきました。ありがとうござ

いました。

　12月７日(土)に、人権・同和教育参観日が行われました。これまで拉致問題について学び、「他の人にも知ってもらいた

い」という中山中生の熱い想いを、人権劇や曲に込めて練習してきました。拉致問題解決への想いを多くの人に広めるため

に、一人ひとりが本気で表現した劇は、約120名の方に観ていただきました。「特定失踪者」大政由美さんの母、悦子さん

に、「感動しました。皆さんの温かい心と想いは、拉致被害者や帰りを待っている人々に、絶対に届くと思います。」と

言っていただきました。また、高知市西山識字学級の北澤初子さん特別講演では、部落差別の不条理さや辛さを痛感し、

「差別はあってはならない」という『知識』を『意識』に変えようと決意させられました。

【来場者の感想】中山町在住ですが、このような取組をされていることを全く知りませんでした。私が誰かに話し、伝える

だけでも大きな一歩になると学びました。歌詞にも感動し涙が出そうでした。地方の小さな学校がすごく大きな事をしてく

れたと感激しました。


